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【連載：第４回  福山市の生活困窮者支援 】 

前回から福山市社協生活困窮者自立支援センター（以下，センター）に協力をいただいている関係機

関・団体を紹介している。今回は，ＤＯ笑店（どうしょうてん：備後弁で「（最近）なにしてる？」の意

味）というボランティア団体を紹介したい。 

代表者である田中恵子さんの実家にある大きな倉庫を活動の拠点として活用。倉庫の扉は真っ青のペ

ンキで塗られており，住所を言わなくても「○○病院（福山市民なら誰でも知っている有名な病院）の駐

車場の向かいにある青い扉の倉庫」と言えばだいたいわかってくれる。 

扉を開けると，衣服・電化製品・日用品などが所せましと並んでいる。そう，この団体の主たる活動は，

市民から家庭で不要になった様々な生活用品を寄付してもらい，生活困窮者などへ低額または無償で提

供する活動なのである。 

もともとは代表の田中さんが仲間数名とここでサロン活動を行っていた。来られる高齢者から「不要な

物がたくさんある。まだ使える。誰か使う人はいないか？」という相談を受け，ならばこの空きスペース

に陳列し必要な人に持って帰ってもらおう，と始めたのが活動の始まり。告知するとあれよ，あれよとい

う間に寄付が集まり，いつの間にかサロン活動よりリサイクル活動がメインになってきたという。「私自

身が物を捨てられなくてね」と田中さん。 

ホームレスの人が「畳に上がる」時などは布団や日用品，家電製品などを無償でいただけるとあって私

たちにとってはなくてはならない団体になっている。私たちだけでなく地域包括支援センター，ケアマ

ネ，相談支援専門員などにとっても同様であろう。ある施設では利用者をマイクロに乗せてここで買物ツ

アーを組むところもあるという。 

 話は変わりセンターでは「福山市内で生活困窮者の支援を行っている関係機関・団体の顔の見える関係

をつくろう」と年に２回ネットワーク会議を開催している。会議の場で Do笑店と就労支援準備事業を実

施しているＮＰＯ団体が出会い，意気投合。就労準備支援事業所に通っている利用者がＤＯ笑店の倉庫を

訪れ品物の整理・陳列の手伝いを行っているという。 

Ｄｏ笑店にとっては人手がいる寄附物品の整理が後回しになっていたこと，就労準備支援事業所にと

ってはすぐに就労体験などが難しい利用者の受け皿がなかなか見つけられずにいたこと，ネットワーク

会議を開催して団体同士が連携して強みを生かした活動が生まれたことを主催したものとしては素直に

喜びたい。                              （次号へ続く）  鳥海               

 



新たに４人も委員会メンバーが増えました！ありがたいです！ 

「よろしくお願いします！」 

昨年 4 月から週 1 日非常勤職員として住居生活確保サポートセンターで電話と手紙による安否確認を

担当している井唯歩見です。会員の皆様から要支援者への寄付物品の授受や来客対応その他事務作業も

行います。広島で生まれ育ち特技はバイオリン演奏です。学生時代から異文化が好きで英豪他 1人旅、市

内ゲストハウスでの生活は今の私の基盤です。就職氷河期世代故転職を繰り返した後福祉の世界に挑戦

し、暫く児童分野に拘りましたが困難続きで数年間足止めを強いられました。そして昨年春先輩方のお声

がけとお導きにより居住支援に就き現在に至ります。私は先天性障害と難病を抱えていますが、寧ろ今で

はこの経験が今の仕事の役に立つと感じます。電話口の方の声の調子からより多くの心身の状態を推察

出来るようになり、私の声で安心する人が増え、手紙の返事を貰えるよう、先ずは体調の現状維持に努め

関係各所と連携し乍ら仕事に取り組んでいます。皆様からのご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げま

す。                                       井唯 歩見 

 

「よろしくお願いします！！」 

私は、居住支援法人に興味があり、今年度から社会福祉士会に入会し、ホームレス支援委員会に所属

しています。 

 皆さんと活動させていただくなかで一番驚いたのは、どの方も周りのために一生懸命だということで

す。たった一人でもその方が必要だと思う支援を力強く、そして温かく忍耐を持って見守り、サポート

し続けていること。どんな小さな声でも拾って丁寧に傾聴していること。一方的ではなく、伴走しなが

ら支援に繋げていること。そして、支援者一人一人が自分の力量を熟知していること。これら全ては当

たり前なのかもしれませんが、そこには確かに偏見のない人権尊重が常に存在していて、皆さんの専門

家としての視野の広さを感じています。 

 現状におごらず、新しい福祉のあり方を見い出して多業種多職種との連携のもと、ただの一人も手を

離すことなく繋いでいく社会福祉士会の求める社会がここから世界中に広がるよう、一歩一歩研鑽を積

みながら歩んでいく仲間と出逢えた事は、私にとって、とても素晴らしいことです。 

 しかしながら未だ、私は専門家として何ができるのか模索中です。私の心の手が皆さんとしっかり繋

がっていくよう、臆せず挑戦していこうと思います。 

どうぞ、宜しくお願い致します。                        初島 久子 

 

ホームレス支援委員会のメンバーになって思うこと 

ホームレス支援委員会の活動に、令和４年８月から月に一度土曜日の午後から横川駅近くのビル

の片隅で行われている「くつろぎ入浴サービス」に参加させて頂いている。午後 1時から 5時まで、

健康チェックをして血圧を測り、お茶でも飲みながら話をする。それにのっかりこちらも話をする。

来られる方の話を聞いてみると、教会等や他の場所で企業等の社会貢献活動で生活用品をもらって

いる、などの生活の様子の一部を聞かせて頂いている。 

しかしながら、地域社会の中でコロナ禍の影響で、たわいもない話をしたり、聞いたりする場所

が少なくなっている。例えば、広島と言えばお好み焼き!「みなさんにも多少あるでしょう。馴染み

のお好み焼き屋！」に行くと、できるまで店の方と話をしたり、聞いたりしていたが、広島のお好み

焼き屋が減っているのではないか？鉄板に向かい合って焼いたり食べたり、話をしたりするスタイ



ルがコロナ化で対応することが難しいことや店の方のコロナによる健康上の理由も合わさり、店の

軒先から減っていないかと広島のソウルフードにも危惧している。 

今現在、私自身７年ぶりに広島市の小学校で働いているが、子どもたちの家庭環境は複雑になっ

ている。ヤングケアラー調査が広島市でも最近あり、何らか幼い子どもの世話をしていて学校に登

校しない子どももいる。それと驚いたのは子どもの所在がどこで生活しているの？と思われる子ど

もの存在である。親の都合なのか？一度も登校していない。電話だけで、担任と連絡を取る。親の監

視下で連絡の取れる子どもなどなど。教育権の侵害ではないか？など詳しくは言えないが明らかに

学校だけでは支えきれず、行政や社会福祉士や多職種の支えが求められる現場になっている。 

こうした社会に今を生かされている現実にふっと気が付くこの頃である。私も一人で生きてきた

わけではないと思う。出川哲郎さんのテレビ番組の言葉ではないが、「やばいよ！やばいよ！」とい

う瞬間を何とかやり過ごして生かされてきた。目に見えないところで、職場の同僚、地域社会、家族

に支えられてきた。現在は成年後見研修留年中であるが、ここまで一緒に研修を受けてきた方々や

講師の方々、こうしたご縁を頂き、今日バタバタしながら参加させて頂いている。 

 微力ながらお話を聞くことでしか私自身の社会貢献はできないかもしれない。ホームレスの方々

の様々な環境を考えると、生活困窮、障害、就労、居住など様々な問題が連鎖している。おまけに

コロナ流行でパンデミックが与える打撃は計り知れず、見えない貧困が増えてきているとも言われ

る。見えない貧困を見える化して行政に訴える力も私にはないけれど、ホームレス支援委員会の活

動に参加して、対岸の火事ではなく、いつ私たちも社会福祉制度を活用する者から、活用していく

側になるかは、わからないことに改めて気付かされる今日この頃である。 

                                 小学校勤務 市後 興司 

【自己紹介】 

はじめまして、星野と申します。 

この度、大人食堂へ参加しようとしたきっかけは、以前から、関心があったからです。 

現在は、介護付有料老人ホームでケアマネジャーをしております。 

これまで、生活相談員やケアマネジャーとして、施設や在宅の支援をしていく中で、地域の支援員の

方々や各専門機関と連携しながら、その個人を取り巻く、環境や背景を目の当たりにして、大変、関心の

ある分野でした。会員として、大人食堂へ参加し、微力ながら、お手伝いできることをうれしく思います。 

これまで何度か参加させて頂き、率直な感想は、もっと暗いイメージを持っていましたが、栄養面も考

慮された、ボリュームあるお弁当で、役立ち隊の方々をはじめ、明るく生き生きした姿に感動しました。 

コロナ禍が続いていますが、一緒に温かい食事をして、お話できることが待ち遠しいです。 

月１回の活動へ参加しながら、日々の業務で、原点に立ち返り、新鮮な気持ちで取り組んでおります。 

どうぞ、これからも、よろしくお願いします。                    星野悟美 

 

くつろぎ・入浴サービス  （文責 米澤 恭子） 

☆実施日時： 第 2 及び第 3 土曜日 13 時～16 時（11 時、12 時への拡張も有り） 

 ☆2022 年 1 月から 12 月までの利用実績 

   ◉予約された方の数 15 名（男性 12,女性 3） 

 年代別：70 歳台 1、60 歳台 5、50 歳台 1、40 歳台歳以下 1 名、不明 7 

   ◉実際の来所利用者数 12 名（男性 10、女性 2） ◉これらの方の延利用回数 59 回 

  ◉継続的利用者数（3 回以上）9 名、一時的利用者数（2 回以下）3 名 



★昨年にくらべて、特に 4 月以降は利用者が固定しています。いつも同じ人が利用し、新たに利用する人が少

ない。入浴サービスは、もともと野宿者のために始めたものですが、その目的とは異なり、現在では住居居住

者の利用も受け入れて、現在はまだ余裕があるので、希望者を全員受け入れていますが、もともとの対象者の

利用が排除されることはありませんが、注意しておく必要があります。 

 利用者の変化は、コロナ感染により強まった、現在の社会的孤立化—人間的な接触の減少—が大きな要因の一

つに思われますので、この福祉士会のサービス活動の今後に大いに関わってくると思われます。                    

 

おとな食堂  （波多野） 

 広島市総合福祉センター調理室で月に一度、持ち帰り弁当を提供しています。 

役立ち隊のメンバーと、市民ボランティアの方々で、寄付いただいた食材をもとに、温かくおいしく、食べや

すく、元気のでるものをモットーに、お料理しています。 

12 時前からたくさんの方が来てくださいます。今だ、会食ができないのは残念ですが、美味しいお弁当で寒

い冬を乗り切っていただきたいと願っています。 

 今後の予定：1 月 22 日（日）15：30～18：30（調理時間） 提供は 18:30～19:00 

       2 月 23 日（木）15：30～18：30（調理時間） 提供は 18:30～19:00      

 

よろず生活相談会  （鈴川） 

 この「相談会」は、当初、「夜回りの会」が１２月から毎週の活動になることからその初回に開催されてい

た「越冬」イベントに対し、無事春を迎えることができた喜びもかねて、３月の終わりごろに「春よ来い！昼

食相談会」として開催し始めたものです。 

最初は年１回のイベントで、千田町にあった市社会福祉センターのホールを借りて、お楽しみの余興や食事

提供、広島大学院森山教授の教室生や看護協会のご協力で健康相談、介護福祉士会の協力で「足湯」などを内

容としていました。その後栗栖ご夫妻の協力により「散髪」と内容も充実し、回数も 2 か月に一回と増えてい

きました。会場も福祉センターの屋上となり、とても開放的でした。それだけ必要とされ、楽しみにされてい

た野宿の方などが多かったということです。 

「相談」という点では、健康相談での聞き取りや体のチェック、足湯と連携したフットケアなどにより、医

療受診が必要と判断された方には、土曜日であろうとすぐにその場で病院に受け入れをお願いしたり、月曜日

に受診同行する際の担当者を決めたりしていました。また生活保護の受給が必要ではないかと推察できた方に

は、市の方に来ていただいて相談に乗っていただいたり、月曜日の同行相談の打ち合わせをしたり、と、そん

なことができていた時代でした。 

その後、会場は市総合福祉センターを経て、数年前からカトリック幟町教会のご協力を得て「カレーライス

大会」とのコラボとして開催してきました。でも残念なことに、散髪ボランティアとして参加いただいていた

栗栖ご夫妻が健康上の理由のため２０２２年８月から参加いただけなくなり、それに伴い開催を中止させてい

ただいています。栗栖ご夫妻には、この場を借りて心より感謝申し上げる次第です。 

次は久々に２月２６日（日）、済生会病院・済生会呉病院様等のご協力により健康相談を充実させたものに 

して開催し、散髪は、バリカンを用意して自ら刈っていただく方法を準備しようと思っていましたが、急遽新

型コロナウィルス感染症の拡大のため、中止としました。次の開催日程は未定です。 

寄付御礼 （2022年 7月～12月）                   心より感謝申し上げます。                 

あいあいねっと（フードバンク）様・日本キリスト教団広島牛田教会様・その他匿名法人様 2 件・西本様・ 

大田様・木下様・石田様・山本様 その他 61 名（会員 6 名含む）様より様々なお心遣いを頂きました。 


